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論文内容の要旨
象牙質が口腔内に露出された場合は，硬組織と歯髄の保護を目的として，修復処置が行なわれてい
る。しかし，臨床の場合では，そのような処置を施すことが困難な場合がしばしばある。
露出象牙質と接触している唾液は ， Ca, P がアパタイトに対して過飽和の状態で含有されるといわ
れているので，フッ素の石灰化促進作用を利用し，無機物の供給源を唾液に求めて，象牙質の露出部
における高石灰化をはかることができるならば，臨床上，下記のような場合に役立つものと考えられ
る。すなわち，寓洞形成による修復処置が困難な場合には，それが可能になるまでの期間のう蝕進行
の抑制処置，あるいは，歯周病治療後の露出歯根部のう蝕予防，象牙質知覚過敏症の処置として，硬
組織と歯髄の保護に有効で、あろうとの考えから，臨床的効果に対する実験的裏付けを得るために，本
実験を行なった。
実験に使用するフッ化物としては， 2 % NaF, 8 % SnF2, 38% Ag( NH3)2F の各溶液を用いて，塗
布後の象牙質切片を浸漬した石灰化溶液中の Ca， P の消失率を調べたところ，後者が最高であった。
このことより， 38% Ag(NH3)2F 溶液が最も石灰化を促進すると考えられるので，フッ化物として 38%
Ag( NH3)2F 溶液(以下F-塗布)を用い，象牙質に F-塗布したものを実験群，蒸留水を塗布したものを
対照群(塗布時間は 4 分間)として，唾液の存在下で，象牙質の微細構造の変化を経時的に検べた口
その方法と結果について述べると，つぎのようである。
まず， 1 , in vitro の実験として， 1) 象牙質への唾液からの Ca， P の取り込みについて調べた口
新鮮抜去歯牙を用いて 6 cm2 の dentin plate を作成し，実験群，対照群ともに上記の塗布処置を行ない，
混合唾液の上清10ml に浸漬した。唾液中の Ca， P の量を経時的に測定することによって，象牙質ヘ
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の取り込み量を検べたところ，実験群では対照群より有意の差で大きく， F-塗布によって促進される
ことが判った。ついで， 2) 3H20 透過量測定による象牙質透過性の変化について調べた。新鮮抜去
歯牙をmいて，寓底象牙質の厚さが 1 mmになるように嵩洞形成し，窓洞内に 6 X 105 dpm/μI の 3H20
を入れ，歯髄側に一定速度の蒸留水を還流させ，還流水中に透過してくる 3H の radioactivity を測定す
ることによって，象牙質の透過性を定量的に調べた。この検索では，薬液塗布前に，まず，未処置の
象牙質の の透過量を調べておき，その後，実験群と対照群の嵩洞内に前記の塗布処置を行ない，
Gey' s solution に浸漬して， 1 , 4 , 7 日目に上記液中より検体を取りだした。同一試料につき，前述
の未処置の時の測定方法により，象牙質における 3H20 の透過量の経時的変化を調べた。その結果，
Gey' s solution 浸漬後，実験群は対照群より，経時的に著るしい の透過量の減少を示した。
つぎに， II , in vivo の実験として， 1) 動物実験と 2) 臨床実験を行ない，象牙質表層部における
形態学的，結晶学的変化について調べた。まず，動物実験では，成犬の臼歯歯頚部象牙質を露出させ，
実験群と対照群に分けた後，前記の塗布処置を行ない，口腔内に露出した。塗布直後，および， 3 , 
7 , 14, 21 , 28 日後に屠殺し，抜去した歯牙について，以下の方法を用いて調べた。 i) Microradi-
ography，および， x線マイクロアナライザーを用いて調べると，実験群では，象牙質表層部に軟X線
不透過層が現れ，経時的にその深さを増し，その層に一致して Ca ， P の濃度の上昇がみられたが，対
照群では，その傾向は殆んどみられなかったO また，実験群では，表層部において， Ag と F の長期
間の残留が認められた。 ii )走査型，および，透過型電子顕微鏡による観察によると， 実験群では，
細管内に electron dense な微粒子が存在し，表層部象牙質において，細管内壁から管腔中央に向い，
求心性に析出してくる無機物による細管の狭窄・封鎖が経時的に著明となるが，対照群では，僅かに
細管壁の肥厚がみられるにすぎなかった o ii) X線分析，および，電子線回析により調べてみると，
実験群の細管封鎖物質は，管周象牙質と同形の Apatite の回折像を示した。また， 28 日後の細管内の el-
ectron dense な微粒子は Ag2 S であった。つぎに，臨床実験では，抜去適応の大臼歯の歯頚部象牙質
を露出させ，実験群と対照群に前記の塗布処置を行ない，塗布直後，および， 28 日後に抜去して，動
物実験と同様の方法で調べた。その結果，実験群において， a) Microradiograph では，表層部の高石
灰化が認められ， b) 透過型電子顕微鏡による観察では， 28 日後の細管封鎖の所見が得られ， c) 電子
線回折の結果，封鎖物質は Apatite であるという所見が得られた。この検索の結果は，実験群，対照
群ともに，動物実験の場合と同様の所見であった。
以上の結果から，象牙質に 38%Ag(NH3)2F 溶液を塗布し，口腔内に露出しておくと，象牙質表層部
は，フッ素の石灰化促進作用により，主に唾液中の Ca ， P を供給源として高石灰化し，とくに，象牙
細管は，管周象牙質と構造的にも結晶学的にも同形の Apatite によって，経時的に狭窄・封鎖される
ことが明らかとなった。その結果，象牙質に対する外来刺激の透過性が減少することから，硬組織と
歯髄の保護に役立つという実験的裏付けが得られた。
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論文の審査結果の要旨
本研究は，口腔内に露出した象牙質の治療的処置にフッ化物が利用される場合の，臨床的効果に対
する基礎的研究として行なわれたものである。
すなわち，フッ化ジアンミン銀を用いて，フッ素による石灰化促進作用を利用し，石灰化に要する
無機物の供給源を唾液に求めて，象牙質表層部の変化について研究が行なわれた。
その結果，象牙質表層部の二次的な高石灰化の知見を得るとともに，象牙細管の変化を微細形態学
的，結晶学的に観察し，象牙細管の狭窄・封鎖が石灰化によって招来されることを明らかにした。こ
のことは，臨床上の効果に対して，従来あまり明らかにされていないその効果への実験的裏付けを与
えたものとして，価値ある石汗究である。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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